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　10月1日から3日間、町内各所で赤い羽根共同募金の街頭募金を行ないました。
　たくさんの方に足を止めて、ご協力いただき、誠にありがとうございました。
　集まった募金は社会福祉活動に使わせていただきます。
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表紙「令和6年度赤い羽根共同募金　街頭募金」
社会福祉協議会会費ご協力のお礼
赤い羽根共同募金ご協力のお願い/「オリジナル募金箱を作ろう会」の開催
ちいきふくし講座の開催/地区社協正副会長会先進地視察研修in大野木地区
心ふれあう福祉のつどい2024のご案内
つなはぐ基金だより/日野町総合防災訓練
民生委員だより / ひだまりだより
つなはぐ「鎌掛公民館　回想法」/「茶のみ処　おこしやす（佐久良）」
相談のご案内/善意銀行だより/日本赤十字社滋賀県支部からのお知らせ
日野町社会福祉協議会インスタグラム公式アカウントのご案内
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社会福祉協議会の会費にご協力いただき
ありがとうございました。

社会福祉協議会の会費にご協力いただき
ありがとうございました。

　日野町社会福祉協議会は、「住民の参加と自治に根ざした　やさしさとぬくもりのある福祉のまち　
日野」を推進するため、地区社協や字福祉会等で行われている地域福祉活動への助成、よろず相談所や
法律相談所の開設、障害者福祉事業など、様々な事業を行っています。
　こうした事業を推進するため、皆さまからの会費を貴重な財源として活用させていただいています。
　町民皆さまをはじめ、商店・事業所様のご理解、ご協力に対しまして心より感謝申し上げます。

個人会費 2,705,106円 賛助会費 579,000円
 ～賛助会費については、次の商店・事業所様のご協力をいただきました～ 
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（令和6年10月10日現在）

滋賀県共同募金会で県内の募金をとりまとめます

　10月1日より、赤い羽根共同募金運動が全国的に展開され、日野町においても取り組みを行っています。
　毎年、町内各家庭をはじめ、企業や職場、学校など多くの皆さまからあたたかいご協力をいただき、誠にありが
とうございます。
　皆さまからお寄せいただいた募金は、学校での福祉教育学習や100歳のお祝い、いきいきサロン活動など様々
な地域福祉活動を応援するため活用させていただきます。
　今年も「赤い羽根共同募金」ならびに、12月1日から始まる「歳末たすけあい募金」に皆さまのより一層のご理
解とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

　今年も「オリジナル募金箱を作ろう会」に小学生17名の参加
があり、個性あふれるデザインや工夫を凝らしたアイデアで募
金箱を作りました。
　参加した小学生からは「楽しかった」という声をたくさん聞
くことができました。
　応募いただいた募金箱11点は運動期間中、町内各所に設置
しています。ぜひご覧ください。

令和６年度 赤い羽根共同募金
ご協力お願いいたします

日野町共同募金委員会でとりまとめます

歳末たすけ
あい募金

赤い羽根
共同募金

皆さまからの募金

赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金のしくみ

地域歳末たすけあい助成金
日野町共同募金委員会でとりま
とめ、今年度に活用させていた
だきます。

広域助成金
滋賀県共同募金会から県内の福
祉団体等の活動に助成されま
す。

地域助成金
滋賀県共同募金会から日野町共
同募金委員会に助成され、翌年
度に活用させていただきます。

「オリジナル募金箱を作ろう会」を開催しました
設 置 場 所

・近江日野商人館
・近江日野商人ふるさと館
・グリム冒険の森
・ブルーメの丘
・日野町役場
・日野駅観光案内交流施設「なないろ」
・日野町町民会館わたむきホール虹
・日野町立図書館
・日野まちかど感応館
・日野町林業センター
・日野町勤労福祉会館
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　9月5日、19日の2回にわたり、日野公民館ホールにて「ちいきふくし講座」を開催させていただきました。
　5年ぶりの開催にも関わらず、延べ250名を超える方々にご参加いただきました。ご参加いただきました
皆さまには感謝申し上げます。
　初回は日野町内の活動紹介と県内先進地事例として、甲良町正楽寺コミュニティサロン「カフェR」の廣
川氏とNPO法人「宅老所　心」の村田氏をお招きし、地域での実践内容やその活動の楽しさ、やりがい、
今後の課題についてお話を聞かせていただきました。
　第2回は、「さわやか福祉財団インストラクター」として、初回に引き続き、村田氏を講師にお招きして
地域のことをともに考える機会として、活動事例を聞かせていただいた後、参加者同士で共有・歓談しました。
　講座後のアンケートでいただいた皆さまのお声を参考に、今後も楽しく学べる企画をしていきますので、
またのご参加お願いいたします。

　去る9月24日に地区社協正副会長会先進地視察
研修として、米原市大野木長寿村まちづくり会に参
加者18名で視察に伺いました。
　「自分たちの地域は自分たちで守っていく」「地域
で困っている方のために、自分たちができることを
していく」という理念から、独自の取組みとして、
草刈りの代行や地域の見守り、居場所づくりとして
「たまり場よりどころ」を作り、高齢者から子ども
まで集まれる取り組みをされているお話を聞かせて
いただき、感銘を受けて帰ってきました。見聞きし
たことを皆さんと語り合いながら、“こんなことい
いな” を増やしていけたらいいなと思っています。

地区社協正副会長会
先進地視察研修in大野木地区

心ふれあう福祉のつどい2024

“地域の居場所” “地域のつながり”
ちいきふくし講座を開催しました
“地域の居場所” “地域のつながり”
ちいきふくし講座を開催しました

　町民の皆さまが、地域のつながりやボランティ
アへの関心を高め、地域でのふれあいやご近所と
の「絆」が一層深まり、助けられたり助けたり、
支えあいのまちづくりが一層広まるようにこのつ
どいを開催します。

日時：令和6年11月23日（土・祝）
　　　13：30～16：00（予定）
場所：日野町町民会館わたむきホール虹  大ホール
内容：式典、表彰式、活動展示、記念講演など
【記念講演】
講師：野村　功次郎氏
演題：大災害その時どうする、どうなる
～起こったときに備えての地域での見守り・助け合い～

【講師】　野村　功次郎氏　紹介
　日テレ系「世界一受けたい授業」の防災
スペシャリストの先生、「THE　突破ファ
イル」再現ドラマのスーパーバイザーとし
ても有名な講師さんです。消防士経験で
得た防災・危機管理のノウハウを独自の
スタイルで分かりやすくアドバイスされ
ています。

アール ひろ

かわ こころ むら た

の むら こう じ ろう

おお の ぎ

「カフェR」の廣川氏 「宅老所　心」の村田氏
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「つなはぐ基金」
　つなはぐ基金では、お野菜の寄付もいただいております。
　いただいたお野菜は、平日の8時30分から17時00分まで、
勤労福祉会館駐輪場内に設置された「善意の交換所」に並べて
います。
　皆さまぜひ、善意の交換所をご利用ください。
また、お野菜の寄付もよろしくお願いいたします。

　大地震や台風、大雨等により災害が発生した場合、被災
地でのボランティア活動を円滑に進めるため、被災地の社
会福祉協議会が中心となり、「災害ボランティアセンター」
（災害ＶＣ）を設置し、運営していきます。
　災害ＶＣでは、被災地の支援ニーズの受付や把握、ボラ
ンティアとのマッチングを行います。
　訓練当日は、西大路地区の福祉協力員の方にもご協力い
ただき、支援ニーズの受付訓練を行いました。
　災害が発生したときには、平常時からの見守りや声掛け
が大きな力を発揮すると言われます。
　町社協としても日頃から自治会や字福祉会、福祉協力員
など地域の皆さんとのつながりを大切にしながら、地域福
祉活動を進めていけたらと思います。
　ご協力いただきました皆さま、ありがとうございました。

ご寄付ありがとうございます
（令和6年8月1日～ 9月30日まで）

匿名 様
善意の交換所　　　　　

冬瓜12個
3,308円

「災害ボランティアセンター」の
設置・運営訓練を実施

　9月8日（日）、西大路小学校グランドおよび体育館にて「令和6年度日野町総合防災訓練」が実施
されました。訓練は、午前7時に鈴鹿西縁断層帯を震源とするマグニチュード7の大地震が発生し、
町内で家屋の倒壊などが起こり、人的被害やライフライン等の被害が出ているという想定のもとで
行われました。
　日野町社会福祉協議会では、災害ボランティアセンターの設置・運営訓練を実施しました。

令和6年度 日野町総合防災訓練
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ひだまり事業所
TEL 0748-52-5556 ひだまりだより

No
.52民生委員だより

日野町民生委員児童委員協議会　事務局
日野町社会福祉協議会
　　　　☎ 0748-52-1219
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で
す
が
、
今
期
は
日
野
町

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
「
わ
た
む
き
の
里
」
さ
ん
や
関
連
す
る
「
放
課
後

ク
ラ
ブ
と
も
だ
ち
」
さ
ん
を
軸
に
活
動
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
近
、
友
人
と
話
す
中
で
、
友
人
よ
り
「
糸
賀
一
雄
氏
」
に
つ
い
て

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
糸
賀
氏
は
障
が
い
者
福
祉
の
第
一
人
者
で
あ

り
、「
近
江
学
園
」
の
創
設
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
実
践
家
で
す
。
彼

の
言
葉
に
「
こ
の
子
ら
を
世
の
光
に
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
、「
障
が

い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
光
を
与
え
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
子
ど
も
た

ち
こ
そ
が
世
の
中
を
照
ら
す
光
な
の
だ
」
と
い
う
考
え
に
私
は
感
銘
を

受
け
、
今
後
の
民
生
委
員
活
動
に
活
か
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
野
町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
い
た
だ
い
た
表
彰
状
に
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
「
地
域
福
祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
は
誠
に
顕
著

で
あ
る
」
の
言
葉
に
、
身
が
す
く
む
思
い
も
あ
り
な
が
ら
、
改
め
て
民

生
委
員
と
し
て
謙
虚
に
、
悔
い
無
き
責
任
を
果
た
し
た
い
と
自
覚
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
先
人
の
築
い
て
き
た
活
動
を
次
代
に
継
承
で
き
る
よ
う
に

今
後
も
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　ひだまり事業所では、全職員が支援の質を高
めるため、必要な知識や技術を深めることを目
標に、毎月1回研修会を実施しています。
　今回は、接遇マナーと守秘義務をテーマに、
利用者さんの思いを丁寧に聴くための「傾聴」
を中心に学びを深めました。
　「傾聴」とは、利用者さんやそのご家族さん
の話に耳を傾け、話を引き出し、相手の気持ち
に寄り添うことです。
　介護の仕事は、人の命を守る大切な仕事でも
あります。研修を通して利用者さん一人ひとり
を尊重し、その方のために何ができるか考え、
その方らしい生活ができるよう自立を支援して
いくためのたくさんの大切なことを再認識する

ことができました。
　その他にも、町内で開催される人権ふれあい
学習会、ちいきふくし講座、わたむきねっと研
修会、認知症の後援会や東近江介護サービス事
業者協議会、滋賀県社会福祉協議会研修セン
ター主催の研修会へも参加しています。
　これからも、住み慣れた町で安心して生活し
ていただけるよう日々学びながら支援していき
たいと思います。

い
と
が
か
ず
お

　今年の夏も、暑～い日が続きました。朝晩は少し気温も低くなり、過ごしやすくなり、この広報を読んでくださっ
ている頃は、農繁期も終わりホッとされている頃だと思います。一息ついて、お身体と心のメンテナンスをしてい
ただきますよう、どうぞご自愛くださいませ。

『鎌掛公民館  回想法』
　「『回想法』の講座を開くので来ませんか？」とお誘いいただきました！
　鎌掛地区のこれからには何が必要かを考えていくうちに、「目の前の
課題となっている高齢化について学べないか」「認知症も気になる」とい
う流れで「回想法」という手法を地域のみんなで学ぶことにしたとのこ
とでした。この取り組みは3年程前からされていて、今回は守山市で活
躍されている「回想法ボランティアいきいき」の皆さんを講師に招いて
行われました。
　回想法とは、昔の写真や物を用いて当時の思い出を語り合うことで、
情緒の安定や認知能力の活性化を図る心理療法の一つです。
　当日は、鎌掛地区の方や町内のキャラバンメイトの方など多くの方が
参加され、「回想法ボランティアいきいき」の皆さんが持ってきてくだ
さった、昔懐かしい道具やおもちゃなどを手に触れながらおしゃべりの
花が沢山咲きました。道具の中に昔の理髪用品があり、私のグループに
おられた理髪店の方が、「懐かしい～！修行中に使った道具だわ」と、使
い方を教えてくださいました。
　回想法と聞くと何か難しいような響きですが、今は使わなくなった道具や、子どもの頃にあった行事、そ
こから思い出されるエピソードなどを、そこにいる皆さんと共有することができ、楽しい時間を過ごさせて
いただきました。

『茶のみ処  おこしやす』
　日野町で新しい居場所の誕生です。東桜谷地区の佐久良で、この4月から
始まった『茶のみ処　おこしやす』に伺いました。
　始まりの時間は9時半から。おこしやすのスタッフさんの「皆さん元気で
すか？」の問いかけに、「元気で～す」と参加者の皆さんから返事があり、
その返事を受けての次の言葉は「その返事、大好きです！！」元気な声が、
会議所いっぱいに溢れていました。
　お邪魔したのが敬老の日の次の日ということもあり、その日はお赤飯と
お祝いメッセージが配られていました。お祝いメッセージは、参加者個人
に宛てられていて、紅白の鶴が添えられていました。参加者の皆さんは、メッ
セージをお互いに見せ合いながら、満面の笑みがこぼれていました。
　「このような集まれる場を作ってくれて有難い。一人で家にいてもつまら

ない」「準備してくれる人は大変だと思うけれど、毎回楽しみにしている」と参加者の声。スタッフさんからは、
「毎回多くの方が来てくださる。それが励みになっています」「4人のメンバーが、それぞれ得意なことをし
ながら楽しんでやっています」とのこと。ご苦労もおありかと思いますが、参加者の皆さんの笑顔が大きな
力になっていることが実感できました。
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相 談 の ご 案 内
〜お気軽にご相談ください〜

法律相談（要予約）
法律的な専門知識が必要な相談を受付けています。
＊相談日　　① 12月2日㊊　　② 1月6日㊊
　　　　　　③ 　2月3日㊊　　④ 3月3日㊊
＊相談時間　午後1時30分～午後4時まで
　　　　　　１人あたり30分（各日5名まで）
＊相談場所　日野町勤労福祉会館応接室
＊相談員　　京町法律事務所弁護士
＊お問い合わせ先
　日野町社会福祉協議会 総務課　℡52-8080
　まずは日野町社会福祉協議会までご連絡ください。
　あらかじめ相談概要をお伺いします。
　申し込み締切日は相談日の1週間前の午前中になり
　ます。

行政相談（予約不要）
行政サービスに関する苦情や相談を受け付けています。
＊相談日時　第 3木曜日（祝日を除く）
　　　　　　午前 9時～正午まで
　　　　　　（受付締め切り時間は 11時 30分）
＊相談場所　日野町勤労福祉会館応接室
＊お問い合わせ先
　日野町役場 総務課総務担当　℡52-6500

身体障がいに関する相談（予約不要）
身体障がいに関する相談を受付けています。
＊相談日時　毎週木曜日（祝日を除く）
　　　　　　午前9時30分～ 11時30分まで
＊相談場所　日野町勤労福祉会館相談室
＊お問い合わせ先
　日野町役場 福祉保健課福祉担当　℡52-6573

よろず相談（予約不要）
暮らしの困りごとや悩みなど、お気軽にご相談ください。
＊相談日時
　第3以外の木曜日（祝日を除く）
　第2・4木曜日は、特設人権相談所も併設しています。
　午前9時～正午まで
　（受付締め切り時間は11時30分）
＊相談場所　日野町勤労福祉会館応接室
＊お問い合わせ先
　日野町社会福祉協議会 総務課　℡52-8080
　よろず相談は予約不要です。
　相談のある方は直接会場へお越しください。

善意銀行だより
（令和6年8月1日～令和6年9月30日まで）

〔物 品 預 託〕
預　託　者
匿　名
匿　名

お菓子・食品など
米　90㎏

物　品　名
＜順不同敬称略＞

　善意銀行への温かいご寄付ありがとうございます。皆さ
まの善意を地域福祉向上に役立てていきます。
　また、皆さまからのいただきものは町内施設や社協事業
などで使わせていただきます。

　日本赤十字社は、「苦しんでいる人を救いたい。」
という、いつの時代も変わることのない思いを胸
に一人でも多くの命を救うため活動しています。
　令和5年度も「令和6年能登半島地震」などへ
のたくさんのご支援をいただきありがとうござい
ました。
　決算内容などにつきましては日本赤十字社滋賀
県支部までお問い合わせください。

　日野町社会福祉協議会の取り組みや情報発信の
ための新たな手段としてインスタグラム公式アカ
ウントを取得しました。今後不定期ではあります
が、地域福祉活動や善意の交換所の様子などの情
報を発信し、地域の皆さんにとって身近な社会福
祉協議会を目指していきます。よろしければフォ
ローをお願いします。

〒520-0044　滋賀県大津市京町四丁目3番38号
日本赤十字社滋賀県支部　℡077-522-6758

日野町社会福祉協議会インスタグラム
公式アカウントを取得しました

日本赤十字社滋賀県支部より皆さまへ

　令和6年9月より日野町社会福祉協議会総務課の
電話番号（52-8080）を新たに取得しました。

お米の寄付をお願いします
　社会福祉協議会では、地域の皆さまから寄付いただ
いたお米を子育て支援事業や生活困窮者支援に活用さ
せていただいています。
　もし、ご自宅に余剰米があれば日野町社会福祉協議
会総務課までご連絡ください。　℡52-8080
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